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自
粛
に
続
き
、
休
業
要
請
や

営
業
時
間
短
縮
の
要
請
が
次

々
出
さ
れ
て
い
る
。
対
象
都

府
県
以
外
で
も
外
出
自
粛
、

公
共
施
設
も
含
め
て
休
館
・

休
業
が
相
次
い
で
い
る
▼
京

都
市
内
は
外
国
人
観
光
客
で

ご
っ
た
返
し
て
い
た
の
が
ウ

ソ
の
よ
う
に
静
ま
り
か
え
っ

て
い
る
。「
も
と
も
と
京
都

は
こ
ん
な
ん
だ
っ
た
ん
だ
」

と
改
め
て
思
う
と
、
観
光
・

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
一
辺
倒
の
京

都
市
の
施
策
を
見
直
す
き
っ

か
け
に
し
な
い
と
い
け
な
い

の
で
は
な
い
か
と
思
う
▼
そ

れ
に
し
て
も
安
倍
首
相
は
、

外
出
自
粛
、
営
業
自
粛
、
出

勤
者
７
割
削
減
な
ど
次
々
に

要
請
す
る
け
れ
ど
、
そ
れ
に

伴
う
補
償
を
し
っ
か
り
行

い
、「
一
人
も
取
り
残
さ
な

い
」
と
い
う
姿
勢
は
ち
っ
と

も
見
ら
れ
な
い
。
挙
句
の
果

て
は
「
マ
ス
ク
２
枚
」。
こ

の
国
の
リ
ー
ダ
ー
は
何
を
考

え
て
い
る
の
だ
ろ
う
▼
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
を
防
ぎ
、
一
刻
も
早
い
終

息
を
誰
も
が
願
っ
て
い
る

し
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
行

動
を
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る

は
ず
。
だ
か
ら
こ
そ
、
国
民

が
安
心
し
て
仕
事
を
休
め
た

り
、
休
業
し
た
り
で
き
る
よ

う
に
政
府
が
対
策
を
取
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 （
Ｍ
Ｙ
）

新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
者
が

増
加
の
一
途

を
た
ど
っ
て

い
る
。
緊
急

事
態
宣
言
が

出
さ
れ
、
対

象
の
７
都
府

県
で
は
外
出

TUBUYAKI

組織拡
大の春

あな
たの力

５月１日はメーデー
1920年５月２日に東京上野公園で日本初の
メーデーが開催され、今年で100年。
「８時間働けばふつうに暮らせる賃金・働き
方」は今も変わらぬ要求です。

泊で行い、組合の歴史、共済制
度、安全問題などを学びます。神
港精機支部は第２組合があり、全
員の加入めざし全力投球します。
他の支部も少数ゆえに苦労しなが
ら加入を訴えています。また、京
都・滋賀の定点ターミナル未組織
宣伝は４か所で、20数年継続して
実施しています。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
労
働
相
談
は

京
都
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー

業
時
間
短
縮
の
た
め
、
勤
務

時
間
を
短
く
し
て
も
ら
う
」

「
収
益
が
減
少
し
て
い
る
の

で
、
賃
金
を
減
額
さ
せ
て
も

ら
う
」
な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響

か
ら
雇
止
め
や
賃
下
げ
な
ど

の
問
題
が
労
働
相
談
セ
ン
タ

ー
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

４
月
９
日
、
定
例
の
組
織

拡
大
宣
伝
で
は
、
横
断
幕
を

か
か
げ
、
チ
ラ
シ
を
配
り
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

関
す
る
労
働
相
談
は
、
労
働

相
談
セ
ン
タ
ー
へ
」
と
労
働

者
・
市
民
に
知
ら
せ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
の
な
か
、
事
業
所
の

休
業
や
営
業
時
間
短
縮
、
営

業
自
粛
な
ど
が
ひ
ろ
が
っ
て

い
ま
す
。

そ
う
し
た
状
況
で
、「
店

の
営
業
を
自
粛
す
る
か
ら
、

当
分
来
な
く
て
い
い
」「
営

新しい仲間を迎えよう

労働組
合に

あな
たの力が必要

４５３人（１１0％）と、５年連続で目
標を超過達成しました。全支部の
最終日までの奮闘が京建労全体を
大きくしました。
年間目標20５７人に対しては20１３
人で9７.9％となりましたが、年度
末現勢は１万７５9３人となり、年間
で2６0人の増勢（２年ぶり増勢）
を達成しました。年間の組合員拡
大目標達成は７支部、年間現勢増

ップなので加入後の教育が重要
と、５月には新入組合員教室を一

は１8支部（20支部中）で20１9年度
の組織拡大運動を終えました。

力を集中して新しい仲間を迎えよう
と、春の組織拡大集中期間として取り
組んでいます。とりわけ、４月の新規
採用者を迎えるにあたって、３月から
説明会、歓迎会の準備を進めてきまし
た。しかし、新型コロナウイルスの影
響により新採研修の短縮や変更とな

り、準備していたものを見直す必要が
出ました。そんな中でも、新しい仲間
を迎えるため、工夫ある取り組みも行
われ、６単組で新規採用者全員加入の
嬉しい報告が届いています。他の単組
でも集うことが厳しい状況ですが、引
き続き奮闘しています。

は、日赤本社が提案してきたＲ
プラン（賃金・退職金の大幅切
り下げ）の阻止に向けて、何度
も学習会を重ね、３月2７日にス
トライキを実施し、３月だけで
６名の組合員を新たに迎え入れ
ています。

京都けいさつ病院（現・京都
からすま病院）で病院の事業譲
渡に伴う賃金・労働条件の切り
下げの改善を求めて、３月28日
に個人加盟分会・班を結成しま
した。（組合員４名でスタート）
また、京都第一日赤職組で

組合員拡
大の「春の
月間」（２月
１2日～３月
2５日）は、
京都市長選
挙の激戦を
終えスター
トし、新型
コロナ禍の
影響で思う
様に行動が
取り組めま
せんでした
が、目標４１2
人に対して

今年の新歓
は、新型コロ
ナウイルスの
感染拡大で、
新採教職員の
辞令交付式が
中止されるな
ど異例の出発
となりまし
た。そんな中

JM I T U
京滋地本傘
下の職場の
新 入 社 員
は、中途採
用を含めて
１0数名。例
年より少な
いですが全
員を組合に
迎えるため
に職場で奮
闘していま
す。カシフ
ジ支部はユ
ニオンショ

KYOKENRO

京建労

新年度を迎え、多くの職場で新規採用の新し
い仲間が加わっています。
各組合では、組合説明会や知る会の実施、宣

伝を中心に未組織労働者への働きかけなどが行
われています。
すべての職場・組合で新しい仲間を迎え入

れ、労働組合を強く大きくしていきましょう。

労働相談はこちらへと
宣伝　　　　　　　　

KYOKYOSO

京教組 KYOTO-IROREN

京都医労連

KYOTO-JICHIROREN

京都自治労連

へ

城陽市職労説明会▶

JMITU

JMITU

春の組織拡大集中期間（３月～６月）で新しい仲間を

で、各教組から組合加入の
嬉しい知らせが続々と届い
ています。首相の一声で一
斉休校が行われるなど、学
校現場は大混乱。いま、情
報を共有し、自ら考え、し
っかり発言する組合の存在
感が高まっています。京教
組は、「組織建設３ヵ年計
画」の２年目。現勢回復か
ら前進へ、全力でとりくみ
ます。
�京教組書記長　中野宏之
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全
て
の
労
働
組
合
の
役

員
の
方
々
に
お
勧
め
し
ま

す
。
特
に
産
別
は
も
ち
ろ

ん
地
域
で
労
働
者
か
ら
相

談
を
受
け
ら
れ
る
活
動
家

・
役
員
の
皆
さ
ん
に
と
っ

て
必
読
の
本
で
す
。
残
業

代
の
存
在
や
具
体
的
金
額

の
算
出
方
法
は
、
雇
用
の

形
態
か
ら
労
働
時
間
の
算

出
、
賃
金
の
支
払
い
形
態

な
ど
複
雑
さ
も
あ
り
簡
単

で
は
な
い
。
労
働
者

の
立
場
に
立
っ
た
考

え
方
の
整
理
や
具
体

的
な
請
求
金
額
の
算

出
の
手
引
き
と
し

て
、
常
に
傍
に
置
い

て
、
時
に
頭
の
整

理
、
時
に
参
考
書
、

辞
典
と
し
て
活
用
さ

れ
る
こ
と
を
お
勧
め

が
、
肩
の
力
を
抜
い
て
運

動
の
ロ
マ
ン
、
変
革
に
思

い
を
馳
せ
る
時
、
言
葉
の

も
つ
強
さ
、
優
し
さ
と
と

も
に
、
豊
か
な
世
界
を
演

出
し
て
く
れ
る
本
―
―
―

黛
ま
ど
か
「
う
た　

ひ
と

ひ
ら
」。
そ
し
て
、
一
服

の
清
涼
剤
が
ほ
し
い
時
、

葉
室
麟
さ
ん
を
そ
れ
ぞ
れ

お
薦
め
し
ま
す
。

わたしの
オススメ

本 役
員
必
須
の
参
考
書『
残
業
代

請
求
の�

理
論
と
実
務
』

書名：『残業代請求の
　　　理論と実務』
出版社：旬報社
著者：渡辺輝人（京都第一
　　　法律事務所・弁護士）
定価：本体2,800円＋税

▼活発に討論した大会　　

▲にぎやかに新春旗びらき

日
本
で
は
、
原
則
１
週

間
40
時
間
、
１
日
８
時
間

を
超
え
て
働
か
せ
て
は
い

け
な
い
（
労
働
基
準
法

〈
以
下
、
労
基
法
と
い
い

ま
す
〉
32
条
）
と
い
う
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
他

国
の
規
制
と
比
べ
て
も
遜

色
な
く
世
界
水
準
の
規
制

と
い
え
ま
す
。

こ
の
規
制
を
超
え
て
働

か
せ
る
た
め
に
は
、
使
用

者
は
、
過
半
数
労
働
組
合

ま
た
は
過
半
数
代
表
と
協

定
（
通
称
36
協
定
）
を
締

結
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん（
労
基
法
36
条
）。こ
の

よ
う
に
長
時
間
労
働
を
さ

せ
る
た
め
に
は
労
働
者
側

の
同
意
が
必
要
な
の
だ
か

ら
、
上
限
規
制
を
設
け
な

く
て
も
非
常
識
な
36
協
定

が
締
結
さ
れ
る
こ
と
は
な

い
は
ず
だ
、
と
い
う
の
が

こ
れ
ま
で
の
労
基
法
の
考

え
方
で
し
た
。
し
か
し
、

近
年
、
労
働
者
代
表
の
制

度
が
上
手
く
機
能
せ
ず
、

残
業
時
間
が
青
天
井
に
な

っ
て
し
ま
っ
て
い
た
た

め
、
法
改
正
に
よ
り
36
協

定
で
締
結
で
き
る
残
業
時

間
に
上
限
が
設
け
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

余
談
で
す
が
、
労
働
者

代
表
制
度
は
36
協
定
以
外

で
も
使
わ
れ
る
制
度
で
、

こ
れ
が
上
手
く
機
能
し
な

い
と
い
う
の
は
非
常
に
由

々
し
き
事
態
で
す
。

2		

36
協
定
に
関
す
る

上
限
規
制

新
た
に
設
け
ら
れ
た
上

限
規
制
は
、
①
月
45
時
間

・
年
３
６
０
時
間
を
原
則

と
し
、
②
臨
時
的
な
特
別

の
事
情
が
あ
る
場
合
に

は
、
年
７
２
０
時
間
以
内

（
休
日
労
働
含
ま
ず
）

（
但
し
、
月
45
時
間
〈
休

日
労
働
含
ま
ず
〉
を
超
え

ら
れ
る
の
は
年
６
ヶ
月
ま

で
）
③
複
数
月
平
均
80
時

間
以
内
（
休
日
労
働
含

む
）、
④
最
長
は
月
１
０

０
時
間
未
満
（
休
日
労
働

問
題
に
な
っ
て
い
る
職
種

（
運
送
・
建
設
・
医
師
）

に
つ
い
て
適
用
が
な
い
点

も
問
題
で
す
。

１
に
述
べ
た
よ
う
に
、

36
協
定
は
労
働
者
側
が
同

意
し
な
け
れ
ば
締
結
で
き

ま
せ
ん
。
労
働
者
の
命
と

健
康
を
守
る
た
め
に
は
、

過
労
死
水
準
に
匹
敵
す
る

よ
う
な
長
時
間
労
働
を
許

す
協
定
を
締
結
し
な
い
こ

と
、
残
業
し
な
く
て
も
生

活
で
き
る
だ
け
の
賃
金
を

獲
得
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。

1		

労
働
時
間
規
制

の
原
則
と
例
外 時

間
外
労
働
の

上
限
規
制

毛
利
　
崇
（
弁
護
士
）

　

乙
訓
地
労
協
は
、
向
日
市

・
長
岡
京
市
・
大
山
崎
町
に

あ
る
労
働
組
合
の
連
合
体
で

す
。

　

毎
月
第
１
火
曜
の
常
任
幹

事
会
で
幹
事
会
の
議
題
を
整

理
し
、
第
２
火
曜
の
幹
事
会

で
は
課
題
や
と
り
く
み
の
協

働 き 方 改 革

シリーズ ｜３｜

どう
どう

変わる
生かす

?
?

議
、
各
労
組
の
状
況
交
流
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
、
幹
事
会
の

前
半
30
分
を
使
っ
て
最
賃
問

・
個
人
が
実
行
委
員
会
を
構

成
し
て
準
備
を
す
す
め
て
い

ま
す
。

労
働
組
合
が
実
行
委
員

会
の
中
心
で
が
ん
ば
る

　

京
都
の
戦
争
展
は
１
９
８

１
年
に
清
水
寺
の
森
清
範
さ

ん
や
弁
護
士
の
久
米
弘
子
ら

の
呼
び
か
け
に
広
範
な
市

民
、
団
体
が
応
え
て
は
じ
め

ら
れ
ま
し
た
。
当
時
は
ベ
ト

ナ
ム
反
戦
運
動
や
原
水
爆
禁

止
運
動
が
盛
り
上
が
る
一

方
、
保
守
系
議
員
が
「
中
国

侵
略
は
な
か
っ
た
」
と
発
言

し
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
日
本
へ

の
「
核
持
ち
込
み
」
が
明
ら

か
に
な
る
な
ど
平
和
に
対
す

る
危
機
感
が
広
が
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
う
し
た
中
で
実
行

委
員
会
に
は
京
教
祖
、
府
職

労
、
自
治
労
連
、
医
労
連
、

京
都
生
協
な
ど
多
く
の
労
働

組
合
員
の
皆
さ
ん
が
参
加

し
、
企
画
、
準
備
か
ら
運
営

ま
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
躍

し
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て

多
い
年
に
は
10
万
人
に
上
る

市
民
が
訪
れ
る
ほ
ど
盛
り
上

っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

戦
争
展
の
い
っ
そ
う
の

発
展
へ
、労
働
組
合
の

参
加
を
期
待

　

た
だ
近
年
は
日
頃
か
ら
社

会
文
化
活
動
を
多
彩
に
行
っ

て
い
る
市
民
団
体
が
「
戦
争

展
」
の
主
役
に
な
っ
て
お

り
、
京
都
総
評
傘
下
の
組
合

の
積
極
的
な
参
加
が
以
前
ほ

ど
多
く
な
い
の
は
残
念
な
こ

と
で
す
。

　

い
ま
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
猛
威
を
振
る
っ
て
い
ま

す
が
、
地
球
温
暖
化
や
環
境

問
題
の
解
決
に
は
グ
ロ
ー
バ

ル
な
平
和
の
枠
組
み
の
下
で

の
国
際
協
調
が
不
可
欠
で
あ

り
、
そ
れ
は
こ
れ
か
ら
の

「
戦
争
展
」の
課
題
で
も
あ
り

ま
す
。
多
く
の
組
合
と
組
合

員
の
皆
さ
ん
が
関
わ
っ
て
い

た
だ
く
よ
う
望
ん
で
い
ま
す
。

労
働
組
合
の
姿
を

地
域
に
　
　
　
　

地区労協の
活動

　

40
回
目
を
迎
え
る
「
平
和

の
た
め
の
京
都
の
戦
争
展
」

（
戦
争
展
）
が
７
月
27
日
か

ら
８
月
２
日
の
７
日
間
に
わ

た
っ
て
立
命
館
大
学
平
和
ミ

乙訓地労協

真
剣
に
展
示
を
見
る
子
ど
も
た
ち

「平和のための京都の戦争展」実行委員長
立命館大学経済学部特任教授斎藤敏康さん

歴史と役割を大事に、
労働組合の積極的な参加を

40回目を迎える「平和のための京都の戦争展」

ュ
ー
ジ
ア
ム
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
今
年
は
40
回
を
記
念
し

て
歴
史
を
ふ
り
か
え
り
、
未

来
を
展
望
す
る
意
味
を
こ
め

て
「
40
年
の
時
を
こ
え
て　

そ
し
て
未
来
へ
―W

ar is 
over for the future

―
」

を
テ
ー
マ
に
、
数
十
の
団
体

今
年
は
40
回
目
の

記
念
の
年
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休日労働を含む残業時間の総計

年９６０時間

休日労働
年２４０時間以内

残業上限の「特例」
●「きわめて忙しい１ヵ月」の上限は１００時間
未満（休日労働含む）=１ヵ月の過労死ライン

残業上限の「特例」
●どの２～６ヵ月も月平均８０時間以内（休日
労働含む）＝２～６ヵ月の過労死ライン

残業上限の原則
●月４５時間、年３６０時間（休日労働含まず）

残業上限の「特例」
●月４５時間超は年６回まで、１年間の合計
時間は７２０時間以内（休日労働含まず）

含
む
）
と
な

っ
て
い
ま
す

（
別
図
参

照
）。
こ
れ

は
過
労
死
基

準
に
匹
敵
す

る
水
準
で
あ

り
、
労
働
者

の
命
と
健
康

を
守
る
こ
と

を
目
的
と
す

る
労
基
法
に

定
め
る
規
制

と
し
て
不
十

分
極
ま
り
な

い
も
の
で

す
。
ま
た
、

長
時
間
過
重

労
働
が
特
に

学習、そして行動
地域のローカルセンター
としての運動づくりへ

佐
々
木
　
眞
成

し
ま
す
。

ガ
ラ
リ
と
変
わ
り
ま
す

題
や
権
利
の
連
続
学
習
を
始

め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
２
木
曜
日
に
は

組
織
拡
大
宣
伝
、
第
３
木
曜

に
は
３
０
０
０
万
署
名
（
2

月
か
ら
は
改
憲
発
議
反
対
署

名
）
を
駅
頭
で
継
続
し
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
集
ま
る
」「
つ
な

が
る
」を
大
切
に

　

乙
訓
地
労
協
で
も
各
職
場

の
多
忙
化
も
あ
り
、
役
員
の

な
り
手
の
問
題
な
ど
の
問
題

が
出
て
き
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
楽
し
い
行
事

も
入
れ
、
幹
事
会
や
と
り
く

み
に
「
集
ま
る
」
こ
と
、
そ

し
て
組
合
員
ど
う
し
が
「
つ

な
が
る
」
こ
と
を
大
切
に
し

て
、
地
域
の
ロ
ー
カ
ル
セ
ン

タ
ー
と
し
て
の
運
動
を
作
っ

て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。

合
同
繊
維
労
働
組
合
執
行
委
員
長
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